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北海道科学大学  谷川原 綾子 

 

このたび、2025 年 4 月より医療情報部会の部会長を拝命いたしました、北海道科学大学

の谷川原綾子と申します。これまで６年間にわたり、本部会の委員として活動の機会をいた

だき、数多くの貴重な経験をさせていただきました。とりわけ、私の専門分野である人工知

能（AI）、その中でも自然言語処理を中心とした技術の応用や、データサイエンスに関する

研究・企画に関わることが多く、実際に企画立案・実施において、多くの皆さまのご協力の

もとで取り組ませていただいてまいりました。 

近年では、当学会における学会誌の論文や学会発表などを通して、放射線技術と自然言語処

理との融合といった、従来ではあまり注目されてこなかったテーマに関心が集まりつつあ

ります。これに伴い、医療情報という領域そのものの研究の幅が確実に広がってきているこ

とを、強く実感しております。これまでの枠組みにとらわれず、多角的な視点からのアプ

ローチが行われるようになってきており、今後もこの流れが加速することを期待していま

す。 

さて、すでにご存知の会員の方も多いかと存じますが、次年度より、当学会の部会の体制

そのものが見直されることとなっております。いわゆる部会再編が予定されており、それに

伴って、現在の「医療情報部会」という名称と枠組みは、本年度をもって終了することとな

りました。来年度からは、これまでとは異なる新たな部会が立ち上がる予定であり、そちら

の中で引き続き、医療情報に関する研究活動や情報発信を進めていくこととなります。つま

り、私たちが「医療情報部会」という名称のもとで活動できるのは、この 1 年間が最後とい

うことになります。 

そのような重要な時期に、部会長という大役をお引き受けすることになり、身の引き締まる

思いでおります。私自身がこの職を務めさせていただくのも、この 1 年に限られますが、こ

の 1 年が実り多いものであり、また次の時代につながる確かな一歩となるような活動を目

指していきたいと考えています。 

これまで医療情報部会として築いてきた知見やネットワークを活かしつつ、将来を見据え

た取り組みにチャレンジしてまいります。会員の皆さまにおかれましては、ぜひ引き続きご

理解とご支援を賜りますよう、心よりお願い申し上げます。 

どうぞ、1 年間よろしくお願いいたします。  

巻頭言 

「医療情報部会、あと１年」 
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2040 年を見据えた新たな地域医療構想を踏まえた 

放射線領域の持続可能な医療提供体制 

富山大学 小林 大介 

 

団塊の世代が後期高齢者となる 2025 年までに高齢者人口が多く増加し医療ニーズが大き

く変化すると考えられ、これまでの地域医療構想が策定され推進されてきた。しかしなが

らこの 2025 年は変化が始まる「通過点」に過ぎず、今後は高齢化が進みつつ、さらなる

生産年齢人口の急激な減少も考えられ、有限である医療資源のますますの効率的な活用が

求められ、医療機能の分化・連携を進める必要性に迫られる可能性が大きい。これは、見

方を変えれば壮大な撤退戦を展開する必要性もあるということである。 

そのような状況下で、患者推計によれば医療需要全体としては入院患者については 2035

年から 2040 年頃にピークを迎え、その後は減少すると考えられる。しかし今後の増加も

いわゆる高度急性期・急性期医療ではない。そのため、経営面からも医療資源面からも需

要面からも、機器や人員の一定の集約化が必要となる可能性を踏まえ、放射線領域の持続

可能な医療提供体制について、データ分析を基にご説明する。  

第 81回総会学術大会（横浜） 第 45回医療情報部会 予告 

教育講演 
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「経営的視点で考える医療機器の適正配置」 

旭川医科大学 谷 祐児 

 

 日本は，CT や MRI といった画像診断機器の設置台数は OECD 諸国の中でも上位を占

めておりその設置台数の多さは世界でも有数なのは周知の事実である．これは，医療サー

ビスを享受する国民（患者）にとっては利便性の向上である反面，機器を設置する医療機

関にとっては，7 割以上が赤字である厳しい経営環境下において大きな負担となってい

る．一方で，わが国では人口減少に伴う地域医療構想が加速化しており，医療資源の地域

偏在の対応も含めた各地域における医療機関の役割分担の必要性が議論されている．この

ような環境下では，自組織だけの視点ではなく地域全体を考えた投資行動を行うことで長

期的な視点に立った組織運営が可能になると考えられる． 

 本講演では，医療機関における高額医療機器などの大型設備投資に対して，地域性を考

慮した経営的視点での考え方や留意点について解説することで，現場での考え方につなげ

ていただければ幸いである．  

第 81回総会学術大会（横浜） 第 45回医療情報部会 予告 

シンポジウム 「医療画像診断機器の適正配置について」 
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「医療経済・データ分析の視点から診断機器の配置問題を考える」 

医療経済研究機構 石川 智基 

 

CTや MRIなどの画像診断機器が都市部から地域まで潤沢に配置されている医療環境は、

我が国特有の構造である。高額画像診断機器が、早期診断や救急治療方針等の神族な意思

決定に不可欠な存在であることは論をまたない。しかしながら、社会保障費用の制約や労

働人口の減少、地域高齢者人口の変動といった供給と需要の構造変化の影響を鑑みて、機

器配置の適切さについて政策議論が行われてきた。画像診断技術を提供する診療放射線技

師は、この議論に深く関わる立場にあると言えるもの、医療資源の配置に関する議論に参

加する機会は必ずしも多くない。 

本講演では、第一に、医療経済学の視点から、医療機関における設備投資と経営行動の

関係性について理論的に解説し、画像診断機器の過剰な配置がもたらす経済的および医療

的なリスクについて考察する。第二に、日本の画像診断に関する統計データを概観し、画

像診断機器の地域分布の記述や諸外国との比較を行う。国際機関や政府機関が行ってきた

関連分析を整理し、そこから導かれる課題を提示する。本講演を通じて、日本の画像診断

機器の配置問題に対する新たな知見を提供し、参加者が今後の医療政策について議論でき

るよう支援することを目的とした講演を行う予定である。  

第 81回総会学術大会（横浜） 第 45回医療情報部会 予告 

シンポジウム 「医療画像診断機器の適正配置について」 
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「高額医療画像診断機器（CT・MRI）の地域偏在と採算性」 

兵庫県立加古川医療センター 梅宮 清 

 

日本は,高額医療画像診断機器,特に CT や MRI の人口あたりの保有台数が先進諸国に比

べて多いことがよく知られている.国民皆保険制度のもとで,誰もが安価に CT・MRI 検査

を受けることができる一方で,容易に検査を受けられるために不必要な検査が増えている可

能性も指摘されている.また、誰もが受けられる検査であるにもかかわらず,機器設置の地

域偏在により,受療の観点から不公平が生じている状況も見受けられる. 

さらに医療機関ごとの稼働実態には大きな差があり,多額の投資によって導入された医療

画像診断機器が効率的に活用されず,病院経営において収支を圧迫している可能性もある. 

本講演では,物価高騰,人口減少・高齢化と社会情勢が刻々と変化し問題視されるなか,患者

ニーズに応じた公平な検査の提供に基づく高額医療画像診断機器の適正配置および機器導

入に対する採算性について,臨床現場の立場から紹介する. 

  

第 81回総会学術大会（横浜） 第 45回医療情報部会 予告 

シンポジウム「医療画像診断機器の適正配置について」 

経営的視点で考える医療機器の適正配置 旭川医科大学 

谷 祐児 

医療経済・データ分析の視点から診断機器の配置問題を考える

 医療経済研究機構 石川 智基 

高額医療画像診断機器（CT・MRI）の地域偏在と採算性 兵

庫県立加古川医療センター 梅宮 清」 
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「医療情報部会の学術活動について」 

熊本大学病院 川俣 祐貴 

 

システム仕様書は、ソフトウェア、情報システムなどを開発する際に、備えるべき機能やその性能、特性、

満たすべき要件などを図表や文章などで記述した文書であり、何を作るべきかを明確にして病院とベン

ダで共有するために作成される。 

これまで仕様書に記述する内容については、システム要求事項やインターフェースなどの機能要件に

ついて論じられてきたが、近年、サイバー攻撃などによるシステム障害発生の事例から、システムの可用

性やセキュリティ、保守体制などの非機能要件の記述が重要となってきている。また、システム導入にあ

たり、病院とベンダの両社間で齟齬が発生しないよう、システム基本設計書や導入スケジュールなどの

資料の記述も重要である。 

本シンポジウムでは、自身の仕様書作成経験に基づき、システム調達における仕様書や資料の重要

な要素について解説する。 

 

第 1 回日本放射線医療技術学術大会（沖縄）学術企画 報告 

シンポジウム 

医用画像領域における医療情報の再考 
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「日本医用画像管理学会 活動内容」 

広島記念病院   加藤 雅士 

 

日本医用画像管理学会は、平成 15 年（2003 年）に開催された全国放射線技師総合学術大

会会期中に、平成 15 年度日本医用画像管理学会総会・学術大会が開催されたのを機に活動

を開始しました。 

本会は、国内の診療放射線技師に向けて「医用画像情報の管理に関する調査研究および技

術開発、ならびにその成果の普及」を目指し、以下の 7 項目について活動しています。 

1) 医用画像管理に関する研究・調査・教育 

2) 国際的学術交流のための研究・調査・合同講演会の開催 

3) 医用画像情報管理に関する技術開発と普及 

4) 学術大会、講演会等の開催 

5) 医用画像管理に関する研究成果等の印刷物の発行 

6) 医用画像情報管理に係る認定 

7) その他本学会の目的を達成するために必要な事業 

 

具体的には、年 2 回の学術大会、年 2 回のセミナー、年 1 回の PACS Administrator セ

ミナーを通して、医用画像管理に関する調査や、技術開発の普及、教育に注力し、その時々

のトピックス（ガイドライン関連、PDI、モニター管理、災害対応、個人情報保護、PACS

管理、HIS・RIS 管理、セキュリティー、線量管理、ネットワーク管理、業務拡大、タスク

シフト、タスクシェア、医療 DX、AI 関連、人材教育、研究倫理など）を取り上げ、続けて

来ました。 

その他、当会は発足当初から、韓国の「大韓医療映像情報管理学会」と協定書を締結し、

この分野では先進的な韓国の状況についても会員の皆様に情報提供して来ました。またア

ジア諸国では医用画像管理を主とした学術組織や当団体がなく、アジア各国の診療放射線

技師職能団体・学術団体が組織する継続教育プラットフォーム CPD ASIA の理事より協力

要請を受け、2023 年度から参画し、韓国だけではなくアジア諸国の情報提供にも注力して

います。 

 

  

第 1 回日本放射線医療技術学術大会（沖縄）学術企画 報告 

シンポジウム 

医用画像領域における医療情報の再考 
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「日本医⽤画像管理学会 国際交流事業」 

株式会社フィリップスジャパン 秋田 裕介 

 

日本医用画像管理学会(JSMIM)の国際交流事業は、医用画像情報管理の分野における国際

的な学術情報共有と国際交流の促進を目的としています。 

 今回のプレゼンテーションでは、その事業概要や活動実績を中心に、医用画像管理領域で

国際交流を継続する意義についても共有させていただきます。 

 当会は発足当初から、韓国の大韓医療映像情報管理学会(KMIIAA)と協定書を締結し、日

韓合同セミナーの開催や相互の学術大会への発表参加を継続しております。訪韓時は先進

的な医療機関の施設見学会を企画するなど、実践的な国際交流の機会を提供してきました。 

 また 2023 年度からは、アジア各国の診療放射線技師職能団体・学術団体 が組織する Web

を活用した生涯教育プログラム(CPD Asia)から協力要請を受け、日本診療放射線技師会の

委託事業として日本国内の医用画像管理の実情に関するアンケート結果を報告するなど、

各国との最新動向や課題共有の場となっています。 

 最初こそ言語の違いに高いハードルを感じるかも知れませんが、当会では担当者が言語・

学術ともにサポートしながら、皆様の活躍の一助となるようサポートします。また国際交流

事業の継続は、会員に研究発表や語学力向上の場を提供するだけでなく、医用画像管理の革

新的アイデアが得られることにも大きな意義がございます。当日はぜひ皆様とともに、グ

ローバルな視点で医用画像管理に関する議論が出来れば幸いです。 

  

第 1 回日本放射線医療技術学術大会（沖縄）学術企画 報告 

シンポジウム 

医用画像領域における医療情報の再考 
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「医療画像情報精度管理士分科会活動の今までとこれからの展望」 

白河厚生総合病院 石森 光一 

 

医療画像情報精度管理士分科会は，すべての医療機関に JART が認定する医療画像情報

精度管理士が従事し医療画像情報の管理に携わることを目標に，セミナーの開催やアン

ケート調査を実施し JART 会員及びメーカーへの情報提供活動を行っています． 

2005 年頃から PACS の普及に伴い，システム導入に伴う機器との接続や可搬型媒体によ

る画像連携，現在では自然災害対策やサイバーセキュリティ対策など医療機関毎に多くの

課題を抱えている状態です．この様な中で標準規格の採用や関連ガイドラインに準じた運

用の構築まで，多くの知識を持ちそれを活かす診療放射線技師が必要とされています． 

過去のセミナーはこの様な背景を踏まえた内容で開催され，関連ガイドラインの解釈か

ら現場での問題点・解決策などをユーザーおよびメーカーそれぞれの視点で情報提供を

行ってきました． 

今回の合同企画では，医療画像情報精度管理士分科会が令和 3(2021)年度に実施した「線

量記録・線量管理体制の現状把握調査報告」を中心に，分科会活動の今までとこれからの

展望を報告します．  

第 1 回日本放射線医療技術学術大会（沖縄）学術企画 報告 

シンポジウム 

医用画像領域における医療情報の再考 
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医療情報部会活動報告 

第 36回 PACS Specialist セミナー 

開催報告 
業務システムや IoTデバイスの普及により，放射線分野では PACSや RIS等の導入により

業務の効率化が図られましたが，蓄積されたデータ（情報資産）の利活用が十分に進んで

いないという課題も挙げられています．今後の放射線分野において，医療現場の安全性の

担保と医療の質の向上という社会的要求に応えるためには，蓄積されたデータの利活用が

重要であると考えます． 

 この様な背景の中，医療情報部会ではデータ分析の理解を深めていただく機会として，

プログラミング言語”R”の統合開発環境である RStudioを用いたセミナーを開催しまし

た．今回は座学とハンズオン演習の 2部構成とし,座学では,データ整形と集計の基礎や

データの可視化,Rを用いる利点について詳しく紹介いたしました．ハンズオン演習では,

実際に Rを操作しながらデータの整形,サマリ作成,統計分析,結果の可視化を行うことで,

実践できるようになる，あるいは実践のイメージをとらえていただくことを目指しまし

た．医療データを用いた研究に取り組みたい方から医療情報管理に携わる方まで，広く，

多くのご参加をいただきました.今回は東北支部と医療情報部会の共催で開催しました．

九州支部の川田支部長はじめ関係の皆さま，また、セミナー開催にご協力いただいた福岡

大学病院の皆様に厚く御礼申し上げます． 

日時 2025年 2月 1日（土） 13：00～17：30 

会場 
福岡大学病院（旧本館 1F） ガンセンターミーティング室 

* WebEx によるハイブリッド 

受講者数 
現地参加 9名 Web参加 29名 (医療情報技師 12名  医用画像情報専

門技師 3名) 

参加費 会員 3,000円  非会員 7,000円  

参加資格 基本的な PCスキルをお持ちの方でセミナー当日に PCを持参できる方 

更新ポイント 医療情報技師育成ポイント：3点 医用画像情報専門技師ポイント：15点 

 

【プログラム 】 

13：05～13：35データの整形，集計，記述要約 13：40～14：10 データ可視化のエッセンス 

14：15～14：45 Rで出来るこんなコト 

14：50～15：00 Rの説明・動作確認 15：00～15：50 Rでデータ整形・サマリ作成 

16：00～16：50 Rで統計分析・可視化① 17：00～17：25 Rで統計分析・可視化② 

17：25～17：30 閉会挨拶 

後援：一般社団法人 日本医療情報学会、一般社団法人 日本医用画像情報専門技師共同認定育成機構 
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医療情報部会活動予定 

 

 

詳細については、今後 学会ホームページやメルマガなどでご案内いたします。 

 

 

https://www.jsrt.or.jp/97mi/index.html   
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[編集後記] 

医療情報部会誌 44号をお届けいたしました。 

 

巻頭言では谷川原綾子部会長より、AIや自然言語処理の発展と、部会再編に向け

た最後の 1年にかける思いが語られています。まさに「変化の時代」を象徴する節目

の年となりました。 

第 1回日本放射線医療技術学術大会（沖縄）学術企画 報告医用画像情報の精度

管理や国際交流、セキュリティを含むシステム仕様に至るまで、診療放射線技師の役

割がより高度化・多様化している現状について共有いたただきました。 

第 81回総会学術大会（横浜） 第 45回医療情報部会では、「2040年を見据えた地

域医療構想」や「医療画像診断機器の適正配置」をテーマとした講演やシンポジウム

を開催し、持続可能な医療提供体制の在り方について多角的な視点から議論したい

と考えております。 

PACS Specialistセミナーでは「R言語を用いたデータ分析」が実践的に紹介され、

現場の業務効率化やデータ分析の一助になるよう R言語の使い方や、データ分析の

フローに直結する知識の共有が行われました。 

これまで医療情報部会として積み重ねてきた研究・教育・ネットワークを基に、今後新

たな枠組みのもとでも継承され得るような知見を蓄積し、さらなる発展につなげたいと

考えています。ご寄稿・ご協力いただいたすべての皆様に深く感謝申し上げます。来

たる新体制においても、本誌が医療情報に携わる皆様の一助となるとう活動していく

所存です。 
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